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B－33 衣服善用時の廠目応力分布(  第3 報 ）

一 洋服着用時の縫目分布一一一
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目的　洋服は和服と異な り, 体型にフィットしたi茸成を行う場を が多I) 。しT乙びって，動

作時に縫目に加わる力作大さく ，ほつれ辱-£生じやすいｲ溺向作ある。そこで本報では，基

本的なブラウスとスラックスおよびそれ引こ歳当公ゆとり量-s:符瓦亡た場合について着用

時の鬼*日応力を定量哨 に把復 し，最Ms: 縫製r条件蓋見と已す目的 で研艶怠行った。

方法　勿虻栓着は, 標弗ｲ本型の女子をモデルとして之らv ＼，その体｡型にあ っ仁基本的なブ

ラウ スとスラックスぷよひヽ適 当な ゆとりｔ 持翫世祗場合の2 種類の服怠製作し着用実験'^

行-つた。ブラウスの希砂はブa  ―ド干織（ 綿 佃O％60 岳 ）,スラックスの素紋はカシミヤ変

化爾と（ 穴リエステル100 %）･£用い，平面裁断（ ドレメ式布図渚 ）怠行円縫製した。基本動

作は両上肢前挙上挙・両上敗側挙水平交差等8 動作を採用した 。すべて（財逢目線について

縫1日の応力は第1 報と同様 ひずみサージ"£用いて瀞随 し箆。

結果 縫 目に加わる力は基本動 作により文き＜変化し ，まTヒ～避 の動 作の過程によって

も各縫E:回ごとに特報のある動的応力変化を示しre 。基本服 にお いて悟に文彦な力の加わる

部公ば，経馬色上主赦して縫製している場所 とぼぼ 一致 した 。すな わちづう ウスでにIそで付

縫 目樫 の背巾轍あTこりで両腕-^ 交差し化際豹l^Q 訪‰ ，またスラックスではじ ツヽフライン

-ten 脇縫目線と月・ヒ羅｡目縁に約5003;ツcm（r)応力が力口わって為り最高値怠永した 。また斂当

な ゆとりをもた亡唸服では応力芦極端 に纒･卜し，ゆとり量が縫目応力に 訊た交る影 響は非

常に文きいことが確証された。こ れらの結果力
，
らゆとり量に廿応し� 縫目（n最高縫製 条件

炉あることがわかっと 。
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